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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「春」　
旧暦 ： 睦月一日～弥生廿九日　新暦 ： 平成27年2月19日～平成27年5月17日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「春」　
序 寒 観 梅 （始まり遅い梅観かな）
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平成27年の春は2月19日(新暦)から。遅い始まりです。

これはまさに昨年の閏月の影響ですね。

梅見、桜見も遅めのスタートとなるでしょう。

野菜の種蒔きも少し遅めの方が良いかな…

平成27年（新暦）の春は、少し“寒め”と予想します。 

本格的な暖かさは、3月20日(新暦)頃から。

 (写真：睦月十日＜新暦2月28日＞：庭の梅)
2． 今年の 「春」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	うぐいすの初鳴（銚子）
	3/16
	睦月廿六日
	+20

	ソメイヨシノの開花日(銚子）
	3/30
	如月十一日
	-1

	ソメイヨシノの満開(銚子）
	4/6
	如月十八日
	‐2

	ツバメの初見日(銚子）
	4/16
	如月廿八日
	∔15


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

桜の早い開花、新暦4月中旬以降の暖かさから、“今年の春の訪れは早かった”という気持ちでありますが、動植物における春の始まりは意外と遅かったのです。銚子でいえば、例えば梅の開花。平年より16日も遅く、その他、モンシロチョウの初見、ウグイスやヒバリの初鳴き、いずれも平年より遅く観測されています。この点だけに関していえば、僕の旧暦予想は“あんがい的中”と言って良いかもしれません。
一方、新暦4上旬以外は、概ね平年以上の暖かさで、“少し寒めの春”という予想は外れたかな…。
この春で特筆すべきは、北日本の暖かさ（新暦3月では統計開始以降1位）、関東・近畿等での「春一番」の発表なし、新暦5月での台風7号発生（観測開始以来、最も早いペース）といったところですか。
【元ちゃんの観測日記 「桜（その２）」】　～野田市花井のソメイヨシノ～

開　 　花 : 新暦3月 25日　   　  旧暦　 如月　　六日

満   　開 : 新暦3月 31日  　     旧暦　 如月  十二日

散り終わり : 新暦4月 18日         旧暦   如月　三十日
3． 元ちゃんの 「春」　

旧暦正月 初日の出　　 　　　　　　  　　 江戸川土手の土筆　    　　　　　　　　河鵜が日向ぼっこ
　睦月一日（27/2/19）　     　　　　　　　　 如月二日(27/3/21)　    　　　　　　　 如月三日(27/3/22)    　 
4． 元ちゃんの旧暦予想 「夏」　新暦27.5.18～27.8.13
晩 訪 筍 流 （晩い訪れ筍流し）
夏は5月18日(新暦)から。

まだまだ季節の遅れは続き、夏の訪れも遅くなるでしょう。

暦上の入梅は、標準旧暦より9日遅い四月廿五日（新暦6月11日）。

遅い梅雨入りですね。

本格的な暑さは6月16日(新暦)頃から。

平成27年（新暦）は多少“涼しい夏”…






いつもそばに 旧暦！！








